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社
保
講
習
会
開
催

身
近
な
点
数
解
説「
大
変
有
用
」

　

７
月
22
日
、
社
保
研
究
部

は
「
算
定
わ
す
れ
は
な
い
で

す
か
？
〜
保
険
診
療
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
〜
」
と
題
し
社
保

講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

吉
田
裕
志
、
小
山
賢
一
両

社
保
研
究
部
員
が
講
師
を
務

め
、
82
人
が
参
加
し
た
。

　

合
調
整
や
除
去
を
は
じ

め
と
す
る
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
の
考
え
方
や
、
算
定

方
法
が
変
わ
っ
た
項
目
を
中

心
に
解
説
を
し
た
。
算
定
忘

れ
が
多
い
、
初
期
の
根
面
う

蝕
患
者
に
対
す
る
フ
ッ
化
物

歯
面
塗
布
処
置
の
外
来
患
者

の
適
用
拡
大
や
、
機
械
的
歯

面
清
掃
処
置
の
毎
月
算
定
で

き
る
対
象
な
ど
に
つ
い
て
も

解
説
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
歯
周
病

安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
管

理
中
の
検
査
の
間
隔
や
Ｓ
Ｐ

Ｔ
管
理
中
の

歯
周
外
科
に

つ
い
て
な
ど

の
質
問
が
複

数

寄

せ

ら

れ
、
講
師
が

丁
寧
に
解
説

し
た
。

　

参
加
者
か

ら
は
「
週
明

け
か
ら
算
定

で
き
る
身
近

な
点
数
の
解

説
だ
っ
た
の

で
、
大
変
有

用
だ
と
感
じ

た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

春夏秋冬
　

15
日
を
ピ
ー
ク
に
台
風
７
号
が
近
畿
、

東
海
、
中
国
、
四
国
な
ど
に
接
近
、
暴
風

雨
に
よ
る
深
刻
な
被
害
を
各
地
に
も
た
ら

し
た
。
４
府
県
で
計
８
人
が
重
傷
を
負

い
、
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
交
通
機
関
に

も
大
き
く
影
響
し
た
。
大
阪
府
内
南
部
を

中
心
に
２
万
３
千
７
１
０
軒
の
停
電
が
、

関
西
電
力
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

先
生
方
が
被
災
さ
れ
て
い
な
い
か
、
お
盆

明
け
に
診
療
所
の
機
器
類
に
不
具
合
が
な

い
か
、
心
配
で
あ
る
。
被
災
し
た
先
生
方

が
お
ら
れ
れ
ば
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
た
い
。

　

２
０
２
９
年
に
開
業
を
予
定
さ
れ
て
い

る
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ

Ｒ
）。
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
て
い
る

が
、
防
災
と
い
う
点
に
し
ぼ
っ
た
だ
け
で

も
、
開
催
を
改
め
て
見
直
す
べ
き
だ
。

　

14
日
夜
か
ら
15
日
、
夢
洲
と
同
じ
人
工

島
で
あ
る
関
西
空
港
に
６
５
０
人
が
孤
立

し
た
。
備
蓄
さ
れ
て
い
た
寝
袋
、
水
の
支

給
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
年
間
来
場
者
数

２
０
０
０
万
人
を
想
定
し
た
Ｉ
Ｒ
に
そ
の

対
応
は
可
能
な
の
か
。
液
状
化
、
恒
常
的

な
地
盤
沈
下
。
今
回
の
台
風
７
号
の
あ

と
、
夢
洲
で
何
が
起
こ
っ
て
い
く
か
、
今

一
度
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
大
阪
の
防
災
は
遅
れ
て
い

る
。
大
阪
府
が
管
理
す
る
河
川
の
う
ち
、

改
修
が
必
要
な
護
岸
が
約
80
㌔
㍍
あ
る
。

２
０
１
１
年
か
ら
改
修
を
始
め
て
い
る

が
、
現
在
、
改
修
を
終
え
て
い
る
の
は
３

割
程
度
で
あ
る
。
土
砂
災
害
対
策
が
必
要

な
渓
流
や
急
傾
斜
地
も
府
内
に
１
０
０
０

台
風
７
号
後
の
夢
洲
を
検
証
せ
よ

府
民
の
く
ら
し
密
着
・
防
災

安
全
型
の
府
政
へ

カ
所
以
上
あ
る
が
、
改
修
に
着
手
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
は
わ
ず
か
だ
。
府
内
の
上
下

水
道
の
う
ち
、
40
年
以
上
も
前
に
設
置
さ

れ
た
老
朽
管
が
３
分
の
１
を
占
め
、
こ
れ

は
全
国
最
悪
の
老
朽
化
率
で
あ
る
。
大
阪

市
は
Ｉ
Ｒ
開
催
地
の
土
地
改
良
費
に
７
９

０
億
円
を
投
入
す
る
が
、
大
阪
府
の
河
川

改
修
事
業
費
は
２
０
０
７
年
23
億
円
、
２

０
２
２
年
度
は
さ
ら
に
減
額
し
14
億
円

だ
。
優
先
順
位
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
。

　

災
害
は
台
風
だ
け
で
は
な
い
。

　

関
西
大
・
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
河
田
恵
昭
氏
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
津

波
が
起
こ
れ
ば
、「
大
阪
の
ミ
ナ
ミ
と
キ

タ
の
地
下
空
間
、
大
阪
メ
ト
ロ
は
第
１
波

で
水
没
す
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

防
災
の
日
を
前
に
、
大
阪
府
政
が
や
る

べ
き
こ
と
は
、
い
く
ら
税
金
を
使
っ
て
も

追
い
つ
か
な
い
人
工
島
の
土
壌
改
良
で
は

な
く
、
今
回
の
台
風
、
防
災
の
日
を
き
っ

か
け
に
、
府
民
の
く
ら
し
密
着
・
防
災
安

全
型
の
府
政
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
は

な
い
か
。

　

協
会
は
、
「
現
行
の
健
康

保
険
証
を
残
し
て
く
だ
さ

い
」
請
願
署
名
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
会
閉
会
中

の
７
月
19
日
、
大
阪
選
出

国
会
議
員
40
人
に
面
談
の

申
し
入
れ
を
送
付
し
た
。

　

自
民
（
太
田
房
江
氏
、

柳
本
顕
氏
）
、
維
新
（
浅

田
均
氏
、
伊
東
信
久
氏
、

馬
場
伸
幸
氏
）
、

立
民

（
森
山
浩
行
氏
）
、
共
産

（
山
下
芳
生
氏
、
宮
本
岳

志
氏
）
、
れ
い
わ
（
大
石

晃
子
氏
）
、
社
民
（
大
椿

裕
子
氏
）
計
10
人
の
国
会

議
員
か
ら
返
信
が
あ
り
、

柳
本
、
森
山
、
山
下
、
宮

本
、
大
石
、
大
椿
各
氏
か
ら

面
談
に
応
じ
る
と
の
回
答
を

得
た
。
返
信
の
結
果
は
表
の

通
り
。 

（
関
連
３
面
）

大
阪
選
出
国
会
議
員
へ
面
談
申
し
入
れ

10
議
員
が
面
談
に
応
じ
る

「保険証廃止」の凍結を求める
大阪選出国会議員への懇談申し入れに対する回答

政党 衆・参 懇談 主旨への賛同

太田房江氏 自民 参院 面談できない ―

柳本　顕氏 自民 衆院 応じる どちらとも言えない

浅田　均氏 維新 参院 面談できない どちらとも言えない

伊東信久氏 維新 衆院 面談できない 賛同できない

馬場伸幸氏 維新 衆院 面談できない ―

森山浩行氏 立民 衆院 応じる 賛同する

宮本岳志氏 共産 衆院 応じる 賛同する

山下芳生氏 共産 参院 応じる 賛同する

大石晃子氏 れいわ 衆院 応じる 賛同する

大椿裕子氏 社民 参院 応じる 賛同する

　

８
月
７
日
、
小
澤
力
理
事

長
と
事
務
局
は
大
阪
市
内
で

自
民
党
・
柳
本
顕
衆
院
議
員

と
面
談
し
た
。「
保
険
証
廃

止
の
凍
結
を
求
め
る
」
主
旨

で
協
会
が
申
し
入
れ
、
柳
本

議
員
が
応
じ
た
。

　

柳
本
議
員
は
、
「
場
の
混

乱
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

２
０
２
４
年
秋
の
廃
止
に
つ

い
て
は
柔
軟
で
あ
る
べ
き
。

あ
ま
り
に
も
ゴ
ー
ル
を
早
く

決
め
る
の
は
私
も
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
応
じ
、

「
総
理
が
会
見
の
場
を
設
け

て
い
る
こ
と
は
、
国
民
に
安

心
し
て
も
ら
え
る
制
度
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
認
識
の
現
れ
。
与
党
ふ
く

め
て
議
論
は
避
け
て
通
れ
な

い
」
と
、
国
民
の
不
安
に
応

え
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
た
。

　

柳
本
議
員
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
政
府
方
針
は
進
め
て
い
く

べ
き
と
し
、「
事
務
作
業
は

効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
。
事

務
手
続
き
の
部
分
で
は
効
率

化
・
Ｉ
Ｔ
化
・
医
療
Ｄ
Ｘ
で

改
善
を
図
れ
る
部
分
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
」
と
の
立
場

を
示
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
か
ら
「
私
も

Ｉ
Ｔ
化
、
Ｄ
Ｘ
が
だ
め
だ
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
現
状
で
は
、
効
率
化
で

き
る
の
な
ら
よ
い
が
、
そ
う

は
な
っ
て
い
な
い
。
ト
ラ
ブ

ル
の
唯
一
の
次
善
策
は
、
今

の
保
険
証
を
残
す
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
国
会
で
は
ど

う
か
尽
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

来
秋
廃
止「
柔
軟
で
あ
る
べ
き
」

８
月
７
日　

柳
本
顕
衆
院
議
員
と
面
談


